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Be,Ambitio ｕｓ! Be,Ｇｅｎtleｍａｎ

甲府一高あおぞら会　 会長　 露木 和雄（甲府一高　 昭和４５年卒）

新 年 明 けましてお めでとうござ います 。私 は甲 府 一

高 あお ぞら会 の 露 木 和 雄 と申します 。この 会 は、山梨

県 北 杜 市 白 州 町 のあお ぞら共 和 国の 運 営 を支 援しよ

うと平 成27 年2 月に設 立され甲 府 一 高 関係 者が 主に 運

営しているボランティア団 体 で す 。現 在 会員 は卒 業 生

などの他 そ の趣 旨に賛 同 する一 般 の方70 人を含 み総

勢290 名 ほどです 。私か あお ぞら共 和 国 のことを知った

のはあおぞら共 和 国 設立 より前 の平 成24 年 です。小 学

校 からの友 人 で小 児 科 医 の小 口 君 からの チャリティ

ウォーク参加 へ の 呼 び かけ がきっかけ でした。彼 の誘

いが 無 け れば、難 病 の 子 供 たちのことや 彼らと共 に生

きるご 家 族 の皆さまのことなどに無 関心 な人 生 を送っ

ていた ので はないかと考えます 。今となっては彼に心 か

ら感 謝しています 。

さてﾀｲﾄﾙ のＢｅ，Ambitio ｕs Ｂｅ， Ｇｅｎtｌｅｍａｎで

す が 、これ は大 正 時 代 に甲府 一 高 の 前 身で ある甲 府

中 学 校 長 を務 め た大 島正 建 氏 が 生 徒に 贈った言 葉と

伝えられています 。彼 は札 幌 農学 校( 現･ 北 海道 大 学

の前 身) 第 一 期 生としてクラーク博 士 の薫 陶 を受 け た

人 物 で す 。 齢65 歳 となった 私 にとって はＢｅ,Ambi-tio

ｕsとは、私 心を捨 て何 事 にも知 的 関 心 を抱 き行 為･

実 践 す る。Ｂｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎとは、白分か 生 かされている

と常 に何 事 にも感 謝す る心 を持 つ 人でいなさい。という

ことで ないかと勝 手に解釈 をしています。

あお ぞら共 和 国 が 私 のふ るさと山梨 県 に 在り

私 か 住 む韮 崎 市 の 隣 の北 杜 市 に在 るのも縁 を

感じますし、そ の建 設 に 一 高ＯＢの小 口 医 師 が

深く関 わり、その友 人 であった私 か 一 高あおぞら

会の 代 表 を務 めることになったということも私 に

は奇 跡 の縁と言ってもよい かも知 れませ ん。あお

ぞら共 和 国を訪 れた際 、そこを利 用している、ま

たは 、これ から其 処 を利 用していく難 病 の子 供

たちとそ の 家 族 の皆 さん の 笑 顔を想 像 するとき

Ｂｅ,Ambitio ｕsとＢｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎの 言 葉 が 私の

心 に湧いてきます。

甲 府 一 高 あ お ぞら 会 が 結 成 され たお 陰 で、

実 行 委 員 会メンバ ーによる例 会 など年 代 を超え

た 一 高ＯＢ、ＯＧとの 楽しい 交 流 の 時 間を持ってい ま

す 。また、同 窓 会○ ○ 周 年 記 念 事業 など期 限を定め た

運動 は 過 去もあったので す が 、こ の 会のように 無 期 限

の活 動を行う組 織を一 高 同 窓生 が支 えるといった運動

は かつ て無 かったもので す 。機 関 紙｢ がんば れ｣ に掲

載されたあお ぞら共 和 国 の 利 用 者 の皆 様 の声 を読む

とき､心 からこの甲 府 一高 あおぞら会の活 動をしていて

良 かったと思い ます 。現 在 は一 高 同 窓 生 の枠 を超えて

こ の 活 動 に 関 心 のあ る方 々も会 員 となってい ます 。

将 来 は 一 高 同 窓 生 では ない 方 々が 会 員 の過 半 数 を

超 えるようになっていけ ば 理 想 の 姿と言 える かもし れ

ませ ん。

今 後 、あお ぞら共 和 国 の 施 設 が 充実 されていき、そ

の 存 在 が 一 高 関係 者 や 山 梨 県 民 の みならず 全 国に

知 れ渡り支 援 の輪 が 一 高あ お ぞら会を超 えたものに

なっていけば いいなと思 います 。そ のためにも私 はＢｅ，Ambitio

ｕs とＢｅ,Ｇｅｎtｌｅｍａｎの気 持ちを常に忘 れず

にい たい と考えます 。私 にとり、このように生 きることは、

障 がい のある方々や その 家 族 の皆さまと共 に楽しく生

きるというその 生き方 そのものと言 えるのではない かと

思います 。

本 年 が 難 病 のこども支 援 全 国ネットワーク関係 者皆

様にとり幸多 い 年となりますことをお 祈り申し 上げ ます 。

甲 府一高あおぞら会実 行委員会 の様子

－ ９－

場 所ｵ 目模 原 市　 おぐちこどもクリニック
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秋のチャリティウォーク
2016 年10 月29日(土)、晴 天の朝、JR中央 線日野春駅

に、車いすのお子さんや､障害のあるお子さん、赤ちゃん

含め、総勢約110 名が集まりました。10時15 分に日野春

駅 前の公園を出発し､ 白州 の『あお　　　　　 ………

ぞら共和国 』までの約12Km を歩きま

した。たわわに実った柿や､所々色付

いた樹々や山々に秋の訪れを感じ、道

々楽しくおしゃべりしながら歩きます 。

舞鶴 松公 園で昼食、写真撮 影 ののち、

台ケ原 宿 で小 休憩して、『あお ぞら共

和国 』に先頭が到 着したのは、予 定通り14

時 半でした。

『あおぞら共和国』の宿泊 棟のデッキ

に上 がるスロープ の建 設 に使う板を、

お昼ご 飯を 食べ て､ 後半も頑 張るぞ 一。

9 晦

ご参加いただいた方々にご寄附いただきました。ご寄附

いただいた板の裏には、みなさんに一言メッセージを書き

入れていただきました。

あおぞらのもと､ みんな で並ん で歩きます

●･●●

スロープ用の板にメッセージを

書いて､ご寄附いただきました。

－10 －
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たまほくっ子in あおぞら共和国
たまほくっ子 は多摩北 部医療センター小 児科

に通院する在宅重症心身障害児の家族の会で

す。多摩北 部医療センターは東村山市にある一

般小児地域病院ですが､｢ 地域に暮らす全ての

子 供たちの健やかな発育と発達を支援 する｣ を

理念に､ 重症 児も分け 隔てなく受け入 れていま

す。特に近年は地域医師会と協力し在宅 移行支

援 に力を注いでおり､フォローする重症児の数も

増加しています。在宅 移行直後 は慣れない医療

ケアに忙 殺され､児も家族も心身ともに疲労 困堡

です。しかし､ 在宅開始直 後の家族が短期入所

などによる安 息を得る機会が提 供されていない

のが現状です。そのような背 景もあり、急 性期病

院ではあります が､ 東京都の承認を受けて短期

入所事業も行っています。

重症 児のフォローでは本児 のみならず､ 保護

者や兄弟までも含めて様々な困難に直面してい

ることを思い知らされます 。その一つに､ 家族旅

行が思うようにできず兄弟 のストレスがたまる。学

校の宿泊行事では医師が同伴していないために

制限が多く楽しくないなどの訴えを耳にします。そ

んな折､ 難病のこども支援全 国ネットワークが推

進する夢プロジェクトあおぞら共和国事業に出会

いました。外来にあおぞら共和国のパンフレットを

置いたところ､ＡＬＤ(副腎白質デイストロフイー)の

お子様を持つご家族から｢ぜひ利用したい｣と声

が上がり､｢皆で行ければ楽しいね｣と発展し､た

まほくっ子が結成されました。

10月15 日、3家族と医 師･看護師含めて総勢17

名 があおぞら共和 国でキャンプを行いました。計

画の最中は日照はほんの僅かで､毎週末に台風

娠‘ 。 ヽ

が襲来し天候は最悪でしたから､バーベキューや

ぶどう狩りが 実施できるか不 安でいっぱいでし

た。しかし､当口はここ数か月見た事が無いほど

の晴 天で､ 最高のキャンプ日和となりました。日本

一日照時間が長い地 域とは言え､ 秋の日は釣 瓶

落とし。ＢＢＱが始まる5時過ぎには､宵闇が迫って

肉の焼け加 減も怪しい状況でした。しかし､栗名

月が漆黒の闇を緩やかに照らし出し､月明かりの

ＢＢＱになりました。誕生日のお 祝い 会があり､花

火に興じ、皆で楽しく大浴場でリラックスもしまし

た。今年の日照不足と多雨のため､脆弱な葡萄は

病気に侵されたそうです。しかし､我々の到着を

最後の一棚にたわわに実った､甲斐路 が待ち受

けていてくれました。ずっしりと掌に伝わる実りを

感じながら､一房ずつブドウを摘み取ります。淡い

色調の房とは裏腹に､糖度の高い骨 太な味わい。

木漏れ日のもと秋風を胸いっぱいに吸い込んで、

思いのたけブドウを頬張りました。訪れた南アルプ

ス市の果樹園は､サクランボも栽培しておられると

聞き､次は6月に来ましょうと､早くも鬼を笑わせてし

まいました。昼も夜も秋に包まれて､ 銘々が命をか

みしめる一時になりました
Ｏ

あおぞら共和国を支えて下さる皆様と､運営の

御苦 労を担って下さる皆様､ 現 地でお 世話を焼

いて下さる方々への感謝を置き土産に帰路につ

きました。

11 －
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乱 あおぞら共和国 。

野外ステージ：背面

バックヤ ード内 ②

｜

｜

●

“あおぞら共和国”野外ステージが完成しました。
山 梨県 北 杜 市 白州 町 に建 設 中 の“あお ぞら共 和 国"

で、2017年2 月2日( 木) 野外 ステージが 完成しました。

この 野 外 ステ ー ジは、４号 棟 をご 寄 付 い た だい た｢

ザ･レジェンド･チャリテイプロアマトーナメント｣ 様 にいた

だい たご 寄 附 により建 設されました。大 きさはステージ

本 体 が 横8m ｘ奥 行き5m 、高さ約2m の壁 があり、そ の

後ろに約2.75 坪 のバックヤードが 附 属しています 。バッ

クヤードは 簡 素 な作りで はあります が 、着 替 えをしたり

準 備をし たり小 道 具を 置 い たりす ることが できます 。

電 源コンセントも設 置しており、スピーカーや 照 明なども

使 用 す ることが できます 。また 、ステー ジ上 の壁 は白く

塗 装されているので、プロジェクタを使い 映像 や 写真 を

映 すことができます。

今後この野外ステージを使い、たくさんの人が集まる

楽しいイベントを企画してまいります。ご期待ください!

野 外ステー ジ：正 面

バックヤード 内 ①

ステージ袖

－11 －
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平成28 年度　 相模原 市｢ 心 の輪を広げる体験作文｣【小学生部門】 ◆優秀賞｢

わ た し の お と う と｣ 相 模原 市立 淵 野辺 小 学校 １年 遥 遠 嘉　

そうすけは、わたしのおとうとです。　　おおきいおねえちゃんのだうんちゃん

そうすけは三さいです。でも一さいくら　　が、おもしろいことをしました。ぽうで

いで す。ままが 、そうすけはだうんちゃ　　つ んつ んしているのがおもしろくてかわ

んで、 ゆっくりさんといってい ます。わた　　いかったです。 そ れでみんなが わらい

しは､そうちゃんがごろごろしてよだ れか　　ました。 そうすけもちょっぴりわらい まし

け で、くるくるしてねっころがってあそん　　 た。 そのお ねえちゃんのお かげ で、え

でいるところがか わいいとおもいます。　　　が お になりまし た。 そ のあと､きった す

八 月二 十 八 日 、や まなしけんにあ る　 いかをたべました。 みんなでつくったカ

「あお ぞらきょうわこく」にいきました。　　レーもたべまし た。おいしかったよ。

あ おぞらきょうわこくは、 だうんちゃんが　　　 あ おぞらきょうわこくの 一 にち は、 た

あ そぶところです 。だうんちゃんのかぞ　　 のしかったしいっぱい わらいまし た。 そ

くやだうんちゃんのおともだちが 、たくさ　　うちゃんもた のしかったよね。 そうちゃ

んいます 。わたしは、そこでともだちが　　 んはい つもにこにこです 。 わたし は、

いっぱい できまし た。 ゆめちゃんとさゆ　　そんなそうちゃんがだい すきだよ。 そう

きちゃんとひさきちゃんといっしょにあそ　　 ちゃん 、うまれてきてくれて､そ だってく

びました。プールや 、 すいか わりや､さ　　れ てあ りが とう 。 こ れ か ら も 、 よろ

かなつりをしました 。 すい かわりで は、　　しくね。

和 知 さ ん( １月 ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

夕焼けの富士山に迎えられお正月早々あ　　 来馬が､ゴンドラと寒さを克服して雪山散歩

お ぞら共和 国に 帰 国しました。

ここへ 帰 ると､時 間に 追わ れない せい か、

いつもの生 活 では 見られない子 供 たちの 姿

を見ら れます 。冬 馬 と来 馬 も布 団 の 準 備 を

手 伝 ってくれました 。そして 毎 年 同じ 時 期

に､ 同じ 場 所 を訪 れることで 成 長 も見られ ま

し た｡ 昨 シー ズンはゴ ンドラを 怖 がってい た

あおぞら共 和 国での1 枚

ふ

VS ‘ｌ≒／

を楽し む事 が 出 来るようになりまし た。

一 番 の 驚 きは､ 冬 馬 の土 地 勘 で す 。夜 、

外 に行きたがったのでつ いて 行ったら､歩 い

てコンビ ニへ 買 い 物に 行こうとしてい たので

す。夏 に訪 れた 時 に一 度 だけ歩 い た 道 のり

をしっかり覚えてい まし た。

子 どもたち､ちゃんと成 長しています。

ゴンドラからの車 窓

お兄ちゃんと会話 中

氷

－12 －

そして私は､2号棟に宿泊していた吉竹

さん家族や遊びに来てくれた青柳さん家族

と楽しい時間を過ごして元気を沢山頂いて

帰って来ました。

私たちの心のふるさとを作ってくれたみ

なさまに､心から感謝いたします。

ありがとうございました。

スキー場の1枚

●
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春のﾁｬﾘﾃｨｳｫｰｸ& 草刈りﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
参加者募集のおしらせ

[チャリティウォーク]

恒例の新緑ウォーク(4月末開催)と秋のウォーク(10月末開催)

には､いつも大勢の皆さんのご参加をいただきありがとうございま

す。今年も下記の日程で開催いたします。春の萌木時の野山を見

ながら暖かな日差しを受けて､田園風景の中を歩きませんか。

○日　 時 ：２０１７年４月２２日( 土)

○コ ー ス：ＪＲ日野 春 駅( １０：１５出 発) ～あお ぞら

共 和国( 約１２ｋｍ、目標１４：３０到 着)

[初夏の草刈り]

初 夏 の草刈りボランティアに参 加しませんか。昨 秋は大 勢の皆 様 の

ご参 加 で伸 び 放題｣ だったクズなどの雑 草を刈り取っていただいたり、

敷地均しをしいていただい たりして見違えるようにきれい になりました。

○ 日　 時 ：５ 月 ２７ 日( 土) ・ ２８ 日( 日)

(どちらか1 日でも結 構 です。)大 勢 のご 参 加 をお待 ちしております。

※ともに小 雨 決行です。

※草 刈りなどのボラティアに参 加の方 はボランティア保 険 の加 入が必

要 です。去 年ご加 入の方 も４月から年 度が替 わりますので新 たに加

入手 続きが必要 です。参加される方 はお申し込 みをお願いします。手

続きは難病 ネットで一括 申込 いたします。平 成28 年 度分 は､一 人当

たり年 間300 円 でした。当日現地 で微 収させていただきます。

★ 申　 込　 先 ：ａｏｚｏｒａ ＠ ｎａｎｂｙｏｎｅｔ．０ｒ．ｊｐ

★ ウ ォ ー ク 申 込 締 切 り ： ４ 月 １７ 日( 月)

※ウォーク参加 は､メール件 名(ウォーク申 込)､お名 前､電 話､グル ープ

参加の場 合はグループ名もお願いします。

★ 草 苅 り 申 込 締 切 り ：５ 月 ２２ 日( 月)

※草刈り参加 は､メール件 名( 草刈り申 込)､ お名前､ご住 所､ 電話、

参加日､ボランティア保 険の加 入の有無 。

※両 方 の企 画 に参 加 される方 も別 々に 送ってください。

あおぞらふるさと祭りのお知らせ
“あお ぞら共 和 国" の ボランティアなどで 関 わってい ただい てい る

地元 の皆さんのご 協 力 により､地 元 の 人 達との 交 流 や 難 病ネットあ

お ぞら共 和 国 の 周 知 を兼 ねて｢ あ おぞ らふるさと祭り｣を開 催い た

します 。中 央 広 場 には､ 芝 が 植 わってあ るので 横 になりなが ら音 楽

を聞い たり､お 昼 寝したりもできます。多 数 のお 店 が 出 店 致します。

○ 日　 時 ：２０ １７ 年 ５ 月 １３ 日( 土)

(１ １ ：０ ０～ １ ６ ：００)

内 容: 食 べ 物 屋 や 手 作りショップ などの 出 店 が多 数あり､他 にミニ

ライブ の 開 催 や 難 病 ネットの 紹 介ブ ースの出 展も予 定して

おります。みなさま､お誘 い 合 わせのうえご 来 場ください 。

－13 －
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じゃぶじゃぶ池の工事が始まりました。
3月末からじゃぶじゃぶ池の工事が始まっています。　　 安心してご利用していただけると思います。

水道管施設工事 が行われ、本体土木工事に着工して

おり、石組の工 事も進んでいます。あおぞらふるさと祭り

が 行われる頃には、本体工事 が終わる予定です。7月

の 初 旬 には、じゃぶじゃぶ池 に水 が 流

れるようにする計 画で工 事を進 めてい

ます。利 用 者 がピークになる7 月8 月に

じゃぶしゃぶ 池 で 水 遊 び ができるよう

に工 事を進 めております 。

大きい平 たい石 があるので、水遊 び

で疲 れた時 は寝そ べったり、濡 れた衣

服を乾 かしたりすることができます。じゃ

ぶじゃぶ池 の 底には、大小 の 砂 利を敷

く計 画で す ので、滑って 転 ぶこともなく

栢

利 用いただく方 には、工 事中に付き何 かとご迷 惑

をおかけいたします。現場 には近 付かないようご注 意

願います。

石 組 み工 事

５ 月 １３ 日( 土)( 鮑
蔡) あ お ぞ ら ふ る さ と 祭 り が

行 わ れ ま す ．

一一一一･-･/-Ｌ'ゝ　i ･･ Ｕ４~IMI 去の吊まで､ ステｰ
・－　　　　　　　　　　 一

第 ２ 回 あ あ そ ら ふ る さ と
祭 り は

ヽ
５ 月 １ ３日 （土 ） １ １時 ‾

１ ６時 の 予 定 で
｀

‘ 一　
－･.` -` -‥I ⌒ゴ.１;ｌ.ｙｌ “ 血 ゑ･￥ ら 壮 和 国 ’゙

第２回あおぞしj､S,Ｘ乙栄･．.・、ノｒj ，.－ 、
＿.

ジ完成お披露目、地元の/
、達との交流、難病ネットの活動

や“ああぞら共和国”の周
知

を目的に行われます．食ぺ物
屋や手作りショップなど多数

出店が予定されマおり、
その

他にΞニライブ、３号棟に
難病ネットの活動を紹介する

ブースなど、盛りだくさんの
プ

ロゲラムが企画されています。

翌１４日（日）には、早朝
から“ああぞら共和国”中

央広場にて

熱気球の係留飛行を行いま
す。１３日から宿泊をご希望

される方は、

お申込み下さい。多数の申
し込みがあった場合は､１棟

に複数家族で

泊まっていただくことがあり
ますのマ･、その旨ご了承くだ

さい。

たくさんの方々のご參加をお待ちしております。

13 －
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青 井 さ ん ご 一 家( ３ 月 の ご 利 用) 東 京 都 在 住

長い入院生活で叶わなかった様々な経験をさせてあげたいと、今回はスキー

場に連れていくことを目標に参りました。いきなりスキーは難しいかと思い､そりに

チャレンジ。お天気も良く､シーズン終わりということもあり空いていて､大変喜んで

おりました。あおぞら共和国のお陰で新しい経験ができたこと､大変感謝しており

ます。

また今 回も青柳 様に大変お 世話になりましたことを、重ねて

御礼申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

初 そ り 体 験

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

清 水 さ ん ご 一 家( ３ 月 の

いつもお世話になっています。

写真等送らせて頂きます。

ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

通院の際に何度も小口先生にすすめられ昨年の夏

に初めて利用させて頂きました。伺ってみると町中では

なかなか子ども達に自然環境を経験させたくても日

常生活の中で難しく､悩んでいたときにかねてよりお世

話になっている｢おぐちこどもクリニック｣の小口先生に

ご紹介頂きました。難病をもつ子ども達 の為に開設され

たとの事でした。

私の家 族は長男 が先 天性 の心 臓 病( 今 はペース

メーカー) 長女が心臓 病・難聴･ 発育 不全をわずらっ

ていますが日常生活には特に問題なくいたので､ご紹

介を受けたときに本当に私の家族が伺っていいものな

のかと思っていましたが、(もっと重い病気 の子 達が利

用すべきと思っていました)

子ども達の写真① 家族写真

考えられないような処でした。子ども達も普段 は近所の

狭い公園で遊んでいますが､あおぞら共和国の広い敷

地 の中で走り回ったり持 参したゴム動力プロペラ飛行

機を飛 ばしたりと楽しんでいました。夜になると街灯の灯

り一つなく空を見 上げると言葉通り満 天の星空を見る

事ができました。季節に応じてそれぞれの楽しみ方があ

り近くにも色々と楽しめる所 がたくさんあって迷ってしま

います♪

あおぞら共和 国を今後も利用させて頂きたいと思

い ます 。

子ども達の写真②

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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矢 崎 さ ん ご 一 家( ３ 月 の ご 利 用)

楽しみにしていたあおぞら共和国へ 行ってきました。

木のぬくもりに溢 れたロッジ､日常生活とは別世 界。自

然 にかこまれ、温もりのある素 敵な時 間を過ごせまし

た。正 直､ 初めての利 用で不安もあったのです が、ロッ

ジには様々な物 が準備して下さってあり､とても快適で

不安もあっという間に何処 かへ。特に家族全員で入 れ

る広いお風呂はとても気持ちが良かったです。

周辺には、立ち寄りスポットもあり、道 の駅で購入した

矢崎さんご一家

言 ⑩ 舎 ｉ 琴 參 ＆ ‘ 画 ∂ 笏 否 窃 岩 瘤 參 白 雲 乖 蜃 娶 豪 奢 参 霧 蓉 母 胎 昏 蒙 略 命 希 ９ 蔚

お 野菜はそのまま晩御飯になりました。

長女は､に こに住みたい｣と言う程お気に入りスポット

となりました。

今回は1泊でしたが､次回2泊出来たらと考えています。

家 族で安心して訪れる事 が出来る場所 が増え､楽し

い時 間を共有させて頂け

て心から感 謝しています。
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熱気球:佐久の鯉太郎

贈呈式の記念撮影

“あおぞら共和国”春 のチャリティ・ウォーク
4月22日(土)今年も恒例の新緑ウォーク(JR日野春駅～　　 約200 名の総勢220 名で、新緑の野山の中を歩きました。

“あおぞら共和国"間:12km) が好天の中、難病ネットと甲　　　ゴール後の完歩パーティーでは、管理人の青柳夫妻や地

府一高あおぞら会との共催で開催されました。当日の参　　　元の方々にご準備いただいた軽食をつまみながら歓談し

加者は、難病ネット申込者が20名、甲府一高あおぞら会が　　　ていました。ご参加の皆さんありがとうございました。

新緑の中､おしゃべりしながら歩きます 完歩パーティ後の集合写真

“あおぞら共和国”あおぞらふるさと祭り
2017 年5 月13 日(土)“あおぞら共和 国”に於いて、｢あお

ぞらふるさと祭り｣が 開催されました。雨 にもか かわらず、

たくさんの方 にお越しいただきました。当初 、地 元 のショッ

プ15 店 舗に出店していただく予定 でしたが、急 濾 規模を

縮小し9 店舗 の出店となりました。そ れでも3号 棟では、難

病ネットのブ ースを出し、オカリナ、キーボードなど3 グルー

プの方々による演 奏が行 われました。

あおぞらふるさと祭りの中で屋 外テーブルセットとじゃぶ

じゃぶ池 の贈呈 式を行いました。相模 原西ロータリークラ

ブ様より屋 外テーブルセットを3セット、公益 社 団 法人24 時

間テレビチャリティー委 員 会様よりじゃぶじゃぶ池を、そ れ

ぞれご寄 贈い ただきました。贈呈 式には相 模原 西ロータ

リークラブ様より、田島富 美子 会長をはじめ5 名 の方々に、

公益社 団法人24 時 間テレビチャリティー委員 会様より株式

会社 山梨放 送代表取 締役 常務 望月俊 相様、日本テレビ24

時 間テレビ事務局 保坂昌宏様にご参会いただきました。

お足 元 の悪い中お 越しいただき、ありがとうございました。

また、山梨県 選 出の衆議 院議員2 名と北杜 市議 会議員4

名( 内1 名 ボランティア参加) の方々にもお越しいただきま

した。ありがとうございました。

雨 の中のお 祭りでしたが、大 盛況に終 わりました。

あ お ぞ ら ふ る さと 祭 りの

翌 日 早 朝 、中 央 広 場 で 佐

久 熱 気 球 ク ラ ブ 様 に よる

熱 気 球 搭 乗 体 験 イ ベ ント

が 行 わ れ まし た 。前 日 の 雨

も 止 み 、風 も ほ と ん ど なく、

ベ ストコンデ ィション。子 ど も

も大 人 も大 喜 び でし た 。

こ の 熱 気 球 イ ベ ント は 、

エ ー ザ イ 株 式 会 社 様 の ご

支 援 で 開 催 さ れ まし た 。ど

うもあ りが とうご ざ い まし た 。

－12 －
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“あおぞら共和国”初夏の草刈りボランティア
5月27日～28日の初夏の草刈りボランティアが、井戸故　　　ンティア総勢22 名で行いました。午前中は敷地内の草刈

障による中止となってしまい申し訳ございませんでした。　　　りを行い、午後は枯れ木の伐採を行いました。

中止となった理由、経緯に付きまして詳しくは次項の｢井　　　 また、サントリー様から段ボール2個分の飲料水を差し

戸故障について｣をご覧ください。　　　　　　　　　　　　 入れいただき、暑い中の作業の合間にのどを潤すことが

27日の1日水を使わない作業をサントリー様から10 名　　 できました。作業にご参加の皆様お疲れ様でした。:大変

の方と森作りグループ栞様10 名の方と個人で3名のボラ　　 ありがとうございました。

草刈り 作業 中

井戸故障について
2017 年5 月16 日に発 生しました、井戸 の故 障によりこの

度は、宿 泊 のご 予 約をいただい てました皆 様にはキャン

セルとなってしまい 、誠に申し訳ございませ んでした。ポン

プ の 砂 詰まり故 障と判衛 し、26日ポンプ 交 換 を行 いまし

た。当日は雨 が 降って

い まし た が 、クレ ーン

車を使って 井戸 から4

メートルのパイプを7 ～8

本取り出しやっとポン

プが 出てきました。5～6

本 目から、パイプ が

茶 色 くな って い まし

た。ポンプ を新しい 物

に 付 け 直し て みて も

動 か ず 結 果 制 御 基

盤 の故 障と分 かり、そ

の日は作 業 終了となり

まし た 。次 の 日 の 午

後 、制 御 基 盤 の取 り
パイプ吊り上げ作業

草刈りボランティア集合写真

換え作 業をしていただいてポンプが 動き、水も出るように

なりました。水 が使 えないことが 、こんなにも不 便 だという

ことを改 め て知 ることが 出 来ました。因 み に、現 在 で は

“あお ぞら共 和国" の利用を再開しております。

取り出したポンプ

－13 －
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山 梨 ポ ー テ ー ジ 協 会( ３ 月 ご 利 用) 山 梨 県 在 住

3月26 日　支部の交流会として９家族28 名で利用させていただき

ました。

当日白州は雪が降っていて､道路状況を心配しながら参加した家族

もおりましたが､森に囲まれた静かな環境､ 木の香り漂うコテージ､暖

炉の優しいぬくもりにすっかり魅了され､お蔭様で楽しい交流会を開

催できました。

参加者全員でいなりずしと豚汁の昼食を作り､手遊びや人形劇を楽

しみました。

その後小淵沢で乗馬の予定でしたが､天候不順のため､近くのシャ

トレーゼ白州工場でアイスクリームを存分に食べ､皆ご満悦でした。

｢あおぞら共和国｣を初めて利用させていただいた家族ばかりでし

たが､皆大変満足し､グループや家族単位で今後も使わせていただき

たい､と願っています。

また､打ち合わせ段階から親身に対応してくださった管理人様に感

謝申し上げます｡今後もよろしくお願いいたします。

宇 佐 見 洋 平 さ ん( ３ 月 ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

日頃､ 大変お世話になっている小児科医の小口先生､ 友人のパパ

ママの熱心な勧めもあり、１歳４ヶ月のダウン症の息子と､3 月初旬に

初めて､利用させて頂きました。

当日は､小雨の降る生憎の天気でスタートしましたが､息子の晴れ

男ぶりが発揮され､現地は晴天に恵まれ､白州の素晴らしい自然を堪

能することが出来ました。

普段は体験の出来ない乗馬などを経験し､息子にとっても､大変貴

重な経験になったと思います。

床暖房が快適な1号棟を利用させて頂き､息子と大の字で寝たのも、

良い思い出となりました。

今後は､おじいちゃん､おばあちゃんも連れ､また家族で利用させて

頂ければと思います。

管理人の青柳様にも､大変良くして頂き､本当に感謝しております。

素晴らしい施設だと思います!また､ご利用させて頂ければと思い

ます。ありがとうございました!

５月ご利用 千葉 県在住

初めて宿泊致しました。
普 段うちの 子は走り回って遊 ぶ事は無 いの ですが､ あ おぞら共和 国

で はビックリするほど ずっと走ってい ました。

ロッジは 木の 香りが 心地 よく､ 木の 床が 足に 触れる感じが気 持ちよ

かった ので 、とてもリラックスし て転 かって飛 び跳 ね て遊 んで いまし

た｡ 帰ってからも 木の 香りや畳や 芝生 が恋しいようです｡ また是非 遊び

に 行きたい な～と思 いま す｡ あらため て自 然の力 や気 持ち 良さを 感じ

た日 でした｡ ありがとうございました!

５ 月 ご 利 用 愛 知 県 在 住

初めて利 用さ せていただきました｡大 変お世 話になり､ありがとうございました。

以 前 から( 良 さそ うな 場 所 だ なあ) …と 気 になっ てい た ので､ 今 回 宿 泊 が

実 現して 嬉し かった で す｡ 名 古 屋 から お 邪 魔しました が3 時 間 半 ほど で 着 い

た ので､ 思って い たより近く感じ ました 。

初 日は ひど い 雨 でし た が､ 次 の日 には 回 復し て気 球に 乗 せ てい た だ けた

の は素 敵 な思 い 出 になり ました｡ 気 球を 準 備して いる ところ から､ 子ども より

も､ むしろ 私 のワ クワクが 止まりませ んでし た!

都 会 で は ヤン チ ヤで 困って い る8 歳 の 息 子 も､ カ エ ル 探し に ボ ール 遊 び

に …思 い 切り走 れるフィールドがあ って､ 本 当 に 生き 生きして いました｡ 小児

ＭＧ の妹 も兄 につ い て 走り回 り､ 元 気な 様 子 で楽し んで い まし た。

ロッジ の 作りもお 布 団も､ 全 て にお い て 細 や か な心 配 りを感 じ､ こ ちらを

運 営なさっ てる方 々 の 想 いを 強く感じ ました 。

こ ん な宿 泊 施 設 があ ったらい い な …と いう スタ ートから､ 形 になる まで の

皆さ ん の頑 張りを 思うと､ 本 当 に頭 が 下 がります 。

こ のような 素 敵 な場 所 を 作って い た だい てあ りがとうござ い ました｡ また

機 会 が あ れ ば､ ぜ ひ お 邪 魔さ せ て い た だ きた い で す｡ 訪 れる 季 節 によって

山 の 表 情もさまざ ま に変 化 する の でしょうね｡ そ れも また､ 楽し みで す 。
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なよ あおぞら共和国 ．゚

キッスボックス(キッスハウス:子ども達が遊ぺるスペース)を建設

かねてより計画をしていた子ども達の遊び場(キッズハ　　　スペースの二つのコンセプトがあり､その日の気分によって

ウス)をいよいよ建設することになりました。見た目が四角　　　遊び方も変えられ誰もが遊んですごせる場所です。今設

い箱を並べ重ねたような形とする計画であることから｢キッ　　 計作業を進めており､9月から材料の加工に入り､10月に棟

ズボックス｣と言う名前になりました。このキッスボックスは、　　 上げを行い年内完成を予定しています。今から完成が待

絵本を読んだりゆっくり出来るスペースと体を使って遊ぶ　　 ち遠しいです。

今年の夏休みも､多くの利用者に利用していただきました。

利用者様の感想文と写真を下記に掲載させていただきます。

●

⑩◎◎◎＠◎＠＠
嘔 參 部 櫛 巻 疹 等 拳 命 參 春 季 癩 暫 參 倚 恥 曝 恥 弗 迦 ｅ 咎 啼 画 岑 参 春 着 垂

８ 月 ご 利 用 の ひ よ こ の 会 の ご 家 族 ①

視覚障害を持つ子どもたちとその兄弟＆母のグルー

プで利用させていただきました。子供たちが赤ちゃんの

ころからの仲 間でいつ かはみんなで旅行に行きたい

ね、と以前 から話していたものの､このような素晴らしい

施設 がなければ実 現することはなかなか

で きな か っ た と思 い ま す 。今 回 み ん な は 昨

年 に 続 き二 度 目､ 我 が 家 は 初 め て 。素 敵 な

ところ とは 聞 い てい まし た が､ 想 像 以 上 でし

た 。まず 木 の 香 りとぬ くもり。ステ ンドグラ スも

きれ い だし､ 屋 内 も外 も 広 々し て い て 、水 遊

び の で きる池 も。他 に 出 か け ず ともここ だ け

で 満 足 で きそ うで す 。私 た ち は ア ク ティビ

ティとし て 乗 馬 や ぞ ば 打 ち な ど に タクシ ー

とレ ンタカ ー で 行 きまし た が､ そ れ ら の 場 所

子 ど も 達 の 井 戸 端 会 議

● ● ● ・ 争 奪 ● ● ● ● ９ ・ ● ● ● ● ● ● 曹 ● ● ● ● ● 番 毎 僑 ● ● ● 奢 ●

可 略 奪 争 奪 楡 参

／　

／

泰 峰 嗚

もそれほど遠くなく､自然を感じられてとても楽しめまし

た。子どもたちは早くも来年も行くっもりで話をしていま

す。それほど居心地 がよかったのでしょうね。ありがとう

ございました!

水 遊 び

● ● ● ぬ 瘤
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

８ 月 ご 利 用 の ひ よ こ の 会 ②

視覚障害のある子どもたちと､その兄弟児､ 母7 家族

で参加させていただきました。あお ぞら共和国を拠点

に、近所のベルガでのニジマスつかみ取りや水遊び、引

き馬での森 林乗馬 体験､ 道 の駅 でのそば打ち体験な

ど、視覚以外 の五感をフルに活用させ､子どもたちだけ

でなく､母にとっても貴重な経験をさせていただくことが

できました。あおぞら共和国 は､兄弟児と視覚 障害のあ

る子どもたちが､自己主張してぶつかりながら､相手のこ

とを想いながら､母と共に､これからも成長していく姿を

楽しみにしていける、心 の故郷的な存在であると実感し

ています。子どもたちも母も、来年も参加できることを楽し

みにしていますので､よろしくお願いします。
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８月ご利用の神奈川県在住

先日は､あおぞら共和国でお 世話になりました。8月12

日から､1 泊２日で､11 名で利用させていただきまし

た。室内は木の香りが心地よく、3号棟は､１１名でも広

すぎるぐらいでした。周りに気兼 ねなく、プライベートな

時 間を過ごせる事はとても素晴らしいと思いました。子

供達は着く早々､外を走り回り､虫を捕まえたり、カエルを

捕まえたり。娘 がカエルに触れた事に凄く驚きました。

ジャブジャブ池でびしよ濡 れになりながら､自然を満喫で

きました。ジャブジャブ池は水 が綺麗で、とても冷たくて、

暑い夏には最高でした!次回は､雪の降る季節にも利用

させていただきたいと思います。

●

Ｉ

・

・

一

Ｉ

Ｉ

一

●

・

・

・

・

●

・

・

・

・

・

・

・

・

・

●

3 号 棟 前 の 記 念 撮 影

● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・
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８ 月 ご 利 用 の 東 京 都 在 住

暑さが復活した8月後 半に3泊4日で2 号棟に宿泊しま

した。昼間の暑さに較べて朝晩が涼しくて、心地よい虫

の音を聴きながら快 適に眠ることができました。今 回の

旅行では､結節性硬化症で重度の自閉症で

もある10 才の息子の賢 が、機嫌が悪くなり、

大声で泣き叫 び、暴 れることが多く、普通の

ホテルや旅館に泊まっていたら周りの方に大

迷惑で､ 私たち両親は精神的に疲 れ果てて

しまっていたと思います。　ロッジでさえ､他の

棟の方々に迷惑かな…と思った程です。ただ、

きっと理解してもらえるかな…･と思うと気が楽

でした。天気に恵まれ､7 才の娘はじゃぶじや

ぶ池で遊んだり、芝生で私たちとミニバトミン　 フ

トンをしたりと楽しみました。今年も夕食にケ

ータイリングを利用して家内の負担を減らし　 儡

ました。　いつもとてもおいしい料理で､毎晩　　 聶

炉 芦知
９
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齢

・

・

・

・

・

・
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・

・

●

香

香

●

●

●

ﾉ 詐　
゜●

ｒ 『

薦 ｓ ●

夕食が楽しみでした。　また､今年も､3号棟 の洗濯機を

使わせて頂いたので大変助 かりました。来年 の夏にも｢

あおぞら｣に行くことを今から楽しみにしています。

2号棟デッキからの3ショット

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

８ 月 ご 利 用 の 神 奈 川 県 在 住

先日はお世話になり､ありがとうございました。皆､とて

も楽しい夏 休みの思い出になったようです。施設 の設

備やお部屋の使い勝手もとてもよく､車いすの方も使い

易い状態になっておりとても感動しました。今回は私達

はグループホームの利用 者でありましたが､当施設には

生活棟という障害 の重い利用者さんがいる所もありま

す。付き添いで行ったスタッフの中に、介助か必 要な車

いすを使用する利用 者さんの担当をしていたところか

ら異動した者かおり、ここならその様な利用者さんでも

安心して来れると言っておりました。何 か機会がござい

ましたら､お 願いすることあるかもしれませんが、その際

は宜しくお願い致します。片付けと掃除をきちんとしてき

たつもりではございますが、不備 はございませんでした

でしょうか?　 また、少しばかりで申し訳ございませんが、

寄付をさせて頂きました。お手紙を置いて参りましたが､事

務へ の報告上お手数ですが領 収書をご 送付頂けれ

ば幸いです。何卒、事情をご理解いただき宜しくお願い

申し上げます。また、行きたくなる所です。本当にありが

とうございました。
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秋 の チ ャ リ テ ィ ウ ォ ー ク

参 加 者 募 集 の お 知 ら せ

＠　

・

今年も秋 のチャリティウォークを開催いたします。皆 様の

ご参加をお待ちしております。

○ 日 時 ：２０１７年10 月２８日( 土)
ぐ

サ ケ

小雨決行(ホームページでお知らせします｡)　　
－

○ 集　 合 ：ＪＲ中 央線　 日 野春 駅 １０時 集合

１０時15 分出 発

新宿０８:００(スーパーあずさ５号)⇒０９:２８

甲府乗り換え０９:３２(各駅停車)⇒０９:５９日野春

(※甲府駅での乗り換え時間が短くホームも異なりますので
諧　　

ご注意ください｡)

○日　 程 ：日野 春駅 ～あお ぞら共和 国まで

１２ｋｍ約４時間

１４時半頃からあおぞら共和国で完歩お疲れ様会＆あお

ぞら共和国見学

１５時半～16 時半頃解散　 帰りは小淵沢駅まで乗り合

いタクシー

○参 加 費 ：無料ですがチャリティウォークですのでゴール

の『あおぞら共和国』で募金をお願いします。

○服　 装 ：帽子､ 気温差に対応できる上着､ 歩きやすい

靴､ 雨具

○持 ち 物 ：軽く食べられる昼食 飲み物

○お 申込 ：難 病のこども支 援 全 国ネットワ ーク

(担当：青柳)

ａｏｚｏrａ＠ｎａｎｂｙｏｎｅt.０r.jp

※メール件名(ウォーク申込)､ お名前､お電話(当日連絡

のつく電話) 、グループ 参加の場合はグループ名 、

全員のお名 前､お電話､リーダー名もお願いします。

◎ 申込 締 切り ：１０月２０日(金)

⑩

＠
參

ｌ
’１
～Ｅ
り

草刈りボランティア
参加者募集のお知らせ

⑩

今 年 も､ 秋 の 草 刈 りボラ ンティアを 行 い ま す 。皆 様 のご 協

力 お 願 い い たし ます 。

◎ 期　 日 ：２０ １７ 年 １０ 月 １４日( 土)10:00 ～16:00　　　

2017 年 １０ 月 １５ 日( 日)9:00 ～15:00　　　　

(※ど ちらか1 日 でも 可､ 途 中 参加可､ 小 雨決 行)　

◎ 場　 所 ：『あ お ぞ ら 共 和 国 』 現 地

山 梨 県 北 杜 市 白 州 町島 原 字 向 林２９１３－１４

０ 作　 業 ： 草 刈 り 、薪 作 り 、場 内 整 備 、隣 接 地 林 内

整 備 な ど

Ｏ 道　 具 ：作 業 用 手 袋､ 作 業 服､ 作 業 靴､ 雨 具

( ※ヤ マウ ル シ､ 虫 刺さ れ 予 防 の た め 長 袖･ 軍

手 等 の 着 用 をお 願い しま す｡)

シャ ベ ル 、 草 刈 り 鎌 、エ ン ジ ン チ ェーン ソ ー

など お 持 ちい た だ ける 方 は､ ご 持 参くださ い 。

○ 集　 合 ： 現 地 集 合､ 車 かＪＲ 小 淵 沢 駅 よりタ クシ ーを

利 用 下 さい( 約10 分)

Ｏ 費　 用 ： ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 代

(３００円 当 日 徴 収しま す｡ ※未 加 入 者 の み)　　

(※加入手続きは難病ネットで一 括して行います｡)　

Ｏ 昼　 食 ： お 弁当 をご 持 参下 さい 。

希 望 者 に は 近 くの｢ 名 水 そ ば｣ を 予 約 しま す 。

要 事 前 申 込 み( そ ば十天 ぷら1, ２００円)
ユ

Ｏ 申 込締切 ：１０ 月 ６ 日( 金)

※10 月10 日(火)にボラ保険の加入手続きをします。

Ｏ 申 込 先:E-mail : ａｏｚｏrａＯｎａｎｂｙｏｎｅt.０r.jp

(メール件名:草刈り申込)

難 病のこども支援 全国ネットワ ーク　柿木･青柳まで

Ｏ 宿　 泊 ：１０ 月 １３ 日 、１０ 月 １４ 日 の 宿 泊

(雑魚 寝) での 参 加 は可 能 です。

◎ 申 込 時 記 入 事項： ①参 加 希 望 日 ② 参 加 者 氏名　 ③ 住所

④ 携 帯 電 話

⑤ ボ ランテ ィア 保 険 の 加 入 済 の 有･ 無　

く
と]] ブ　　　

⑥ 昼 食 申 込( そ ば) 要･ 不 要

⑦ 宿 泊 希 望日､ 人 数

首
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ねJ あおぞら共和国 ．゚

“あおぞら共和国”の利用状況

9月で、利 用 者 が3,000 名を突 破い たしました 。多くの

方々にご支援いただき、ここまで来ることができました。あり

がとうございます。これからも増々多くの方に利 用してい

秋 の 草 刈 り ボ ラ ン テ ィ ア

秋の草刈り薪 割りボラにご参 加いただきありがとうござ

いました。

10 月14 日～15 日の2 日間で敷 地内 の草 刈りと危険 高 木

松伐採と薪づくりのボランティアが行 われました。

1日目は作業 日和 の曇り空 の中40 名 以 上の方々にご 参

加いただき、草刈り班と伐採 班と薪作り班とに分かれ作業

を開始 、夏 の間にはびこった、オオアレチノギクなどを刈り

取り危 険な松の伐採 、薪割りを行っていただきました。

2日目は、雨 の中14 名 の方々にご参 加いただき、残りの

草 刈りや 薪 割り作 業 を行ってい ただきまし た。雨 の中を

KｉｄＳＢＯＸの 現 状 報 告
集合写真

ＫｉｄＳＢＯＸの工 事は、10月3日に基 礎工 事が 行われ10 月19

日に雨の中の工事でしたが、無 事棟上 げいたしました。

年 内完成を目指して、施工しております。

KidSBOX 正面

ただいて、一人でも多くの方の思い出にのこる場所にして

いきたいと思います。皆様ご協力をお願いいたします。

一日中作業していただき

お疲れ様でした。

島 原の名取さんから強

力な薪割り機をお借りする

ことができましたので薪割

りが大変はかどりました。

東京海上日動あんしん生

命様から11名で参加いた

だき草刈りをやっていただ

きました。 伐採した木を玉切り中

森作りのグループ栞様から6名

で参加いただき6本の伐採や草

刈りを行いただきました。

毎回ご協力いただくサントリー

白州工場様とサントリー白州蒸溜

書所様から10名の助っ人と、天然

水などの差し入れをいただきま

したこと、感謝いたします。皆 様

お疲れ様でした。

KidSBOX 棟 上げ 完 成

－11 －
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一

９月あしがらミニキャンプでご利用

Family

９ 月 あ す な ろ 会 ご 利 用

9月に行ったサマーキャンプも､小さい子達はじゃぶじゃぶ池で大は

しゃぎし､ 流し そうめん や､ み んな で作 ったカレーを 食 べ て､ 楽しく過ご

させ て 頂 きました 。ありがとうご ざい ました。

今 年 は､ 冬 の 白州 もみん なで 楽し み たいという事 で､ 冬 合 宿も企 画

して み まし た。で きれば 全 棟 貸 切 でお 願い できればと思 います 。宜しく

お 願い い たし ます 。

4ﾉﾉ
∩

がん ば れ 共 和 国 あし がらキャンプで お友

だち になったメンバ ーと､5 月のあ お ぞらふ

るさと祭りで再 会 。そこで｢ また あお ぞ らに

泊 まりたい ね｣ という話 になり､9 月に 利 用さ

せ てもらい ました 。

昼 間 は そ れぞ れ 清 里 にアイスを食 べ に

行 ったり､伊 那 のご 当 地 麺 ロ ーメンを 食 べ

に 行ったり､じゃぶじゃぶ 池 で 遊 ん だりと自

由 に過 ごし､ 食 事 はひとりの パ パが､ 趣 味 と

は 思 えない 料 理 を振 る舞ってくれ､ 夜 は 大

人の おしゃべりで 盛り上 がりまし た。

また､ かつ て キャンプ でボランティア 参 加

してくれて い た､ 棟 梁 の 青 柳さんと奥 様 の

ともちゃんも､生 まれ たば か りの赤 ちゃんを

連 れて きてくれて､ そ れ はそ れは 賑 や か な

集まりとなりまし た。

互 い に手 が 足 りないところは 助 け 合 い 、

普 段 はできない 旅 行を 楽し むことが で きま

し た 。たくさん の 家 族 が 集 まって 泊 まれ る

場 所 もなか な か なくて､ あ お ぞら共 和 国 が

あって 良 かった 。今 回 は お 世 話 に なり､本

当にありがとうご ざい まし た。　　柳井 秀 樹

じゃぶじゃぶ池 で遊 ぶこども達
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